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箸より，紡錘虫石炭岩を含んで居る地歴で・時代

瞭石炭紀未期乃至二盤記中期のものである。更に

その南側には即生層・新生暦がつらなり・帯状構

造を示して居る。

　上遼の如く所謂中央構造線の繭1則に於て地質が

非撒こ異なって居るのであ飢勘ち内帯に於ては
領家式鍵成岩及び花樹岩類よりなる一種の複成底

盤で亭るのに反して・外弾に於ては期嬢な花樹岩

類は勿論・風じく廣地域蟹成岩であっても領家式

愛成岩の様に亘・㎜眺・送人片腕岩等は全然な
く，蟹成踪式の金く異なった…三波川系・御荷鉾系

の巌な片岩類千枚岩類によって構成苔れて居る。

それ故に斯くの如き全然地質學的車位の異なった

ものが相接して存在して居る時にその聞に翻暦を

考へるのは地質學の常識である。ではもし勘暦で’

あるとするならば，それは如何なる性質のもので

あるか，叉如何なる時代に形成されたものである

かを考察しなければならない。

　先ずそれが爲には上記爾岩種の生成の時期が問

題になって来る。

　揮家式変成岩は先遮した繍ご山口層群に由來す

るか，それカ竣成作用を受けて地表に出て來た時

期はその礫が浦川統の和泉砂岩暦の礫岩中に出て

來るし，又その花樹岩は和泉砂岩により不整合に

被はれて居ること等から浦川統以前，即ち白雲細

最末期であり，それ以前に鍵成作用を受けて居る

と考ふべきだらう〇

　三波川系の下限は秩父古生暦でその礫は物部川

履の礫岩中に串て來る。即ち古生代末より中～下

部白璽紀の間にその愛成作用か完成され白壁細中

葉には地表に露出して居た・しかし頒石時代には

両者楽未だ露出して居なかった様である。が，少

くとも和泉地向斜形成の時代には領家鍵成岩類と

三波川系は露出して居たのである。燃し。その當

時の両者の賦存状況は後述する理由によb現在不

明ではあるが何等かの現在の所謂中央構造線の前’

身があったはずで，恐らく大規模な麟暦で接して

居たのではないかと思はれる。此考察方は爾岩種

の饗威機構が全然異なって居ることに基づく。そ

してこの構造糠を披って，和泉砂岩か堆積して居

る。それから後に和泉片岩を切って慶砕岩が形成

されて居る。これ等の鳳こ先の構錨線は殆んどし

ょうめつして居る．この麗砕岩は中部地方で麗麗

片麻岩と言はれたものであり，杉山先生によると

こオしは貫入鹿陣岩で，単なる貫入ではなくsb舳

正三・・9日t・舶sのある部分に則ち醐暦活動時に貫入国．

給した沓のである。此の種の慶砂岩の他に本來の

意味に於ける睡砕岩も存在して屠る戯である。此．

間の鐵厨運動は衝上，衝下・とか正観暦とか言は

れて居るが，穣出先生によると非常に移動量の大

きい横ヒり鐡暦であるとされて居る。しかしこの

一運動は軍に一回て終って居るのでない。更に衝上

運動のわかって居るのは・四国で中新世．一群新世

の戸部相により石槌の中新統の．トに（花縄岩上に

坐せる）和泉砂岩履が北より南へのじ上げて居る。

先1の駿解岩形成即ち所謂鹿麗片麻岩の貫入とこ

の衝止形威の前後は不明である。而してこれ讐諸

種の岩槻は更に所謂中央構麹線に脇々直交する麟

暦により又移動して居る。その後も蓮構造線運動

が綾き洪積胆にも運動して居る。之は奮蒲谷の礫

層を切り北より繭におし上って居るものである。

叉今村先生によると四国の池田附近に於ても礫暦

の上に糊泉砂岩が衝上して居るとの事であ私
　斯くの如く所謂中央構裁線の幾構蓬運動ま複薙一

に繰返され，その一部は消滅したその間に火成構

造岩の貫入等があり，それ等の運動の総和か現在

見られる構造となつて居る・（赤塚久兵衛）

斑瀬岩の分解に就いて

　地殻の表面若しくは表履部に庸ぐ分布する粘土

鑛物の原岩及びその生成の過程に就いては未だ定

説がない。近時粘土鏡物の用途盆ξ拓け，その地

球化學的研究の必要が痛感せられるに到った。粘

土鑛物は一一般に結晶粒が極めて小さく，叉慶ミ不

純物を混在1するため顧微鏡観察や化學分析或ひ

は腕本曲線等では成分鑛物の．同定は甚だしく困難

である。黙るにX線による粉末法を併用する時は

比較的容易に同定出來る事がわかり，此の方面の

研究は顕著な進歩を遼げつムある。

　C．S．Ro鵠及びP．旦Ker正は明らかに「カオ
リナイト」及ぴrハロイサイト」と同定せられる

ものにっき，それ等の産地の野外観察から，これ

ら二種の粘土鑛物は何れも酸性岩の風化作用によ

・り生成ナるものであらうと述べてみる。

　筆者は岡山縣奥津産の粘土につき研究中である

が・その原岩は灘糠岩と者へられ・不純物を混在

してみるが一般に白色粉末状のものである。下表

の左は積分解した斑瀬岩の・有は完全に分解した

白色粉末状の粘土の分析値であ孔．

稿分解したもの
SjO！

A1星03

Fe星03

FeO
Ti0，

M皿O
Mg0
－C乱O

N乱里O

X雪0
迅O（十）

恥0（一〕

　計

66．41

17，74

0．93

工．56

0，26

0，24

1，99

8，72

　0，76

0，19

1．lO　－

0169

100．59

完全に分解したもの

　　44．37

　　35，03

　　0，09

　　0，24

　　0，30

　　瞑跡
　　O．3θ

　　1．］7

　　　3，12

　　1，59

　　9，83

　　4．22
　　100．28



90 蓉

　上表に於いて注目すべきは，何れも鐵分は著し
く溶出し且つ二値の蟻が三優の鋤こ比して大なる

事で益る。穐分解したものの薄片につき瞼鏡する

に・輝石類はrウラル」石化作用叉は織泥石化作用

を受け完全に陽起石文’ま織泥石に蟹化してみる。

　簸者はさきに明らかに風化作用による分解と考

・べられる褐簾石及び履献含銅硫化繊鑛冷床の鑛石

の分解物の研究により風化作用による分解に於い

報

では鐵分は三便の状態で著しく函留ナる事を知っ

た・これ等の事費から此の斑瀬岩の分鰍ま風化作

用によるものではないと場べてみる。完全に分解

した白色粉末状の粘土にっきX線による粉釆篤虜
を撮って調べた所「カオリナイト」着しくはrハ

ロイサイト」が存在する事が認められた。簡此の

粘土については＾暦精密な研究をするつ邑りであ

る。　　　　　　　（上回　健夫）

鐵明磐石（Jamsite）の學動

　鐵明磐石は六方晶系に魔し鮮黄色・．黄褐色叉は

燈黄色を呈する塊状叉は粉朕の鑛物である。

　K！O’3FoコO畠・4舳・6旺Oなる化學組成を持ち
明磐石（A11㎜ito，K！O・3A1主Oお・4S03・6H里0）に

於けるアルミナが鐵に俵て置換されたものと考え

られる。

　この鏡物は翫にユ838年に譲見されて居り，
J肌。冒itoなる名縛ほその産地の一であるスペイン

のE趾・乱掘OO　J趾O目Oに因んだ屯のらしい。本邦

に於ても昭稿22年地質調査研の齋藤按宮により
群馬縣群馬鑛山に多量に存在することが夢鵬し・

引頼いて麟縣諏磁山，北鱗遺十粥及知床
孚島にも鑑床が駿見された。一方本銭物から硫酸

カリを製出する見込があって，從來の本邦カリ資

源である明舞石，カリ石英糧面岩，カリ長石等に

・伍して新カリ資源として登場するに至った。事費

地質調査所片山按宮により鑛石虚理の工業試験が
行われ肥料化の工業的に成立することが實護され

てゐる。現在考えられている魔塵方法は熱分解を

利用するもので従ってより良い慶理方法を見出す

のには本銭物の議性質特に熱分解の基礎的研究が

是非とも必要で，之に麗し筋に地質調査所竹田．

金子爾技官の護表があるが無考等もこの必要を痛

感し幸い齋藤鼓官からかねて群馬鍍出産の試料の

提供を受けていたので最近この研究を開始したも

ので，以下現在までに鉤明した事柄の一端を記す

次第である。この機曹に試料を硬いた齋藤技官に

甥し厚く御濃申上げる。

　1）イ峻扮析先ず試料の完全分析を打って弐
，の結果を樽た。　Si020、工8％，F020345．90％，A1！

030・郎％，M皿O　o・丁・O％，Ca00・00％，MgO　O刀O

％，K望0851％，　N的O　O．38％，S0332．00％，

H1O（十）1Z50％・H・q一川・25％・．計10㎝09％

　2）灼熱減量大島・稠図式熱天秤を用いて．

20．Cおきに各過度に於て2分闘重量に鍵化のな
いことを確めつ』次の温度に上げるという方法で

加熱した結果3600Cと4000C．の間で晩硫が始ま

勿，700．Cで最も激しく800．Cで一時嚢えるが再

び盤となり，8500Cで全艦の36．00％を失い殆ど

値量になる。

　3）示差熱分析360℃附近から腕水に相當す
る吸熱反腰が起り，之が4600Cで完結すると同時

に．穎著な駿熱反腫が引絞いて起る。この譲熱反懸

は5600Cで絡る。玖に6000C附近か引騎硫による

吸熱反懸が開始され800．Cで鰹挑こムに示さ
れた反懸は灼熱減量に示された結果とよ．く符合す

るが，注目すべきは護熱反醸の存在で，之は鯛難

石に就ても認められていると生じく駒水直后に於

て化學反懸が行われエネルギーのより小さな新し

い物質に轄化するものと想像される。．この轟に就

てわ今后のX線的駅究及浸出費験にまちたい。

　4）解離水蒸霜堅薄膜露力計を使用して種々
の濃度に於ける解離水蒸氣壁を測定した。この繍

果から解離熱を求めるべく目下敏討中であ孔測
定結果の詳細な記載は紙面の都合で省略する。

　5）焼饒に．よる各種成分の溶解　3000，3500，

4000，4500，5000’5500，6000，6らOo，7000，7500，8000，

8500，の各温度に夫々30分宛膀饒した試料を水で

虜理して溶解するアルカーリ，椀酸，鐵の溶解牽を

求めた・その大盤の傾向1として三成分とも脱水に

平行して400町から増カロするが腕水が纏り腕硫

の始まる間に於てわ逆に溶解率が滅し少くとも暫

加はしない。6000c以上に汰って腕硫が始る温度

になると之に平行してアルカリ及碗駿は轡加する

が一方鐵は減少の一途を遡る。この蜜験は目下再

度の強討を加えつ土あ糺
　6）水騎液のP．H．前記の熔魔試料を水に浸
出した液めP．I丑．を測定した。単に獲珂ヒの傾向の

みを言己すと溜度の層加に勤して，P．H、は次第に

減じて脱水終了属脱硫開始前の500則～5服Cで
最小になり，6000C以上腕疏の起る濃度になると

再び壇加ナる。

　本研究は目下更に縷行中で詳細は再び別の濃曾

に報告する予定であ孔
　　（田久保實太郎，齋藤光惑，港種雄）


